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インクルーシブ・リーダーシップは進化を続けており、複数の学術領域にまたがる複雑で⾼度な分野へ
と発展している。学術界では⽐較的新しい概念とされる⼀⽅で、その普及に伴い、教育的リーダーシップ
の適切なモデルについて⼀定の合意が既に形成されている分野においても、議論が活発化している。⾼
等教育においては、リーダーシップの教育および実践に有効なモデルとして、「関係的リーダーシップモ
デル」と「変⾰型リーダーシップモデル」の⼆つが注⽬されている。 

本研究は、⾼等教育における持続可能なリーダーシップの育成に向け、適切な学習システムの開発に焦
点を当てている。このような学習システムがどのように開発されるかを理解するため、サステナビリテ
ィ分野における現代のリーダーが有する変⾰的および関係的資質に着⽬し、インクルーシブ・リーダー
シップがどのように実践されているのか調査することを全体の⽬的とする。 

本研究は⼆段階で構成される。第⼀段階（2024‒2025 年度）では、持続可能な社会の構築に取り組む少
なくとも⼆つの組織を対象とした調査研究を実施する。第⼆段階（2026‒2028 年度）では、第⼀段階の成
果を基に、⾼等教育段階におけるリーダーシップ育成および教育のためのフレームワークを設計する。
「関係的リーダーシップモデル」と「変⾰型リーダーシップモデル」という⼆つの代表的なリーダーシッ
プ理論を⽤い、変⾰的かつ関係的な性質を通じて、リーダーシップがいかにインクルーシブなものとし
て実践されているのか、またそれが地球規模での持続可能性の継続にどのように寄与しているのかを明
らかにする。 

これらの研究を基に、質的研究デザインを活⽤し、グラウンデッド・セオリー・アプローチを⽤いて、
対象組織におけるリーダーシップの変⾰的要素および関係的要素を分析する。こうしたリーダーシップ
が、持続可能な未来に向けた社会変⾰にどのような影響を与え、またそれを推進しているのかを明らか
にすることを⽬的とする。 

実施期間は 5 年間を想定している。第⼀段階（2024‒2026 年度）では、⽂献レビュー、現地調査、イン
タビュー、簡易アンケートを通じたデータ収集を⾏う。第⼆段階（2026‒2028 年度）では、データの統
合・分析および報告書作成を⾏い、2027〜2028 年までに CILC や AP カンファレンス等での学会発表、
ならびに査読付き学術誌への掲載を⽬指す。 

最終的な調査結果は、APU におけるインクルーシブ・リーダーシップ教育のための適切な学習デザイ
ンの開発に活⽤され、世界における社会変⾰を志向する卒業⽣の育成に資することが期待される。 


